
 

■旭市 

１．浸水深と建物被災状況の関係 

 

浸水区域における浸水深ごとの建物被災状況は下記の通り※。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～0.5m以下

0.5～1.0m以下

1.0～1.5m以下

1.5～2.0m以下

2.0～2.5m以下

2.5～3.0m以下

3.0～4.0m以下

4.0～5.0m以下

5.0～6.0m以下

6.0～8.0m以下

8.0～10.0m以下

10.0～15.0m以下

15.0～30.0m以下

【棟数割合】 浸水深と建物被災状況の関係（浸水区域）

全壊(流失) 全壊 全壊(１階天井以上浸水)

大規模半壊 半壊(床上浸水) 一部損壊(床下浸水)

被災なし
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（参考）浸水深と建物被災状況の棟数分布 
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2.5～3.0m以下

3.0～4.0m以下

4.0～5.0m以下

5.0～6.0m以下

6.0～8.0m以下

8.0～10.0m以下

10.0～15.0m以下

15.0～30.0m以下

【棟数】 浸水深と建物被災状況（浸水区域）

全壊(流失) 全壊 全壊(１階天井以上浸水)

大規模半壊 半壊(床上浸水) 一部損壊(床下浸水)

被災なし 不明
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被災現況調査 千葉



 

２．建物構造別の浸水深と建物被災状況の関係 

 

浸水区域における浸水深と建物被災状況の関係を建物の構造別に整理した結果は下記の通り※。 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

～0.5m以下

0.5～1.0m以下

1.0～1.5m以下

1.5～2.0m以下

2.0～2.5m以下

2.5～3.0m以下

3.0～4.0m以下

4.0～5.0m以下

5.0～6.0m以下

6.0～8.0m以下

8.0～10.0m以下

10.0～15.0m以下

15.0～30.0m以下

鉄筋コンクリート造(ＲＣ)
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2.0～2.5m以下

2.5～3.0m以下

3.0～4.0m以下

4.0～5.0m以下

5.0～6.0m以下

6.0～8.0m以下

8.0～10.0m以下

10.0～15.0m以下

15.0～30.0m以下

木造(Ｗ)
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鉄骨造(Ｓ)
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軽量鉄骨造(プレハブ)･土蔵･ブロック造等
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凡例 全壊(流失) 全壊 全壊(１階天井以上浸水)

大規模半壊 半壊(床上浸水) 一部損壊(床下浸水)

被災なし

※被災現況調査では、現地調査等に基づき、被災した建物を「全壊（流失）」「全壊」「全壊（１階天井以上浸水）」「大規模半壊」「半

壊（床上浸水）」「一部損壊（床下浸水）」に６区分している。区分の判定は原則として目視調査による。 

※浸水深と建物被災状況の関係分析においては、浸水深 0.0m や浸水深不明等における被災建物は対象から除いている。 

※個々の建物の浸水深は基本的には１００ｍメッシュ単位で把握している。なお、国土地理院により災害復興計画基図が整備され

ている地区等においては、地形を加味した精査を行い、個々の建物の浸水深を 5m メッシュ単位で把握している。 



■旭市 

○浸水深と建物被災区域の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災現況調査 千葉



■旭市 

○用途地域と建物被災区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○用途地域別の被災状況区分別面積割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

※住居系用途地域：第一（二）種低層（中高層）住居

専用地域、第一（二）種住居地域、準住居地域 

商業系用途地域：近隣商業地域、商業地域 

工業系用途地域：準工業地域、工業地域、工業専

用地域 

被災現況調査 千葉

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住居系用途地域

商業系用途地域

工業系用途地域

Ａ区域 Ｂ区域 Ｃ区域 Ｄ区域 浸水区域外


